


要旨

薬剤耐性菌感染症に対する
治療薬の最新知見と今後の応用

広島大学IDEC国際連携機構，

The Center for Planetary Health and Innovation Science (PHIS), 

環境遺伝生態学分野

石井良和先生

B—ラクタム系薬は、アレルギー反応を除くと安全な抗菌薬 であることから、重要な感染症の治療薬

である。抗菌薬耐性グラム陰性棒菌（AMR-GNO)感染症 に対する治療薬の開発は喫緊の課題であり、

World Health Organizationは WHO bacterial priority pathogens listの中に多くのAMR-GNO

をリストアップしている。グラム陰性樺菌(GNO)におけるB—ラクタム系薬 に対する主要な耐性機構

は B—ラクタマ ー ゼ （BL)である。前出のWHOのpriority listの上位をカルバペネム分解型 BL

ー(CH-BL)産生菌が占めている。これらのCH-BL産生菌に有用な B—ラクタマ ゼ阻害剤 （BU)が 開発

されれば、 CH-BL産生菌を含むAMR-GNO による感染症の治療薬の選択肢となる。そのため、 これ

ま でのBU が無効なCH-BLを含むBLを阻害でき る広域スペク トルを有するBUの臨床応 用 が求めら

れ、 ジアザビシクロオクタン(DBO)系BUのレ レバクタムとアビバクタムを含む製剤 が本邦でも市

販されている。これらの BUは、KPC- 型を含むクラスAおよびクラスC BLを強く阻害するが、 ク

一

ラスBや クラスD （アビバクタムは 部阻害する）に属するBLを阻害できない。そのため、 これら
のBU配合剤を 選択するため には、 BLの型別 が重要となる。

本講演では、 DBOやバボルバクタムなどのボロン酸化合物を始めと する新規BUの特徴と全く 新

し い考え方に基づく 感染症 治療薬 に関する情報を提供する。さら に、 BLの型別のための検査法につい

て会場の皆さまと共に確認する。


